
2025 年 10 ⽉ 15 ⽇ 
 
関係各位 

 
津軽海峡フェリー株式会社 

 
2025 年 船陸間官民合同訓練の実施について 

 
平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
津軽海峡フェリーでは、海難事故などの非常事態に備えた防災・減災訓練として、現場対応能⼒の

向上を目的に、実践に近い内容の船陸間統合訓練（危機管理訓練）を実施しております。各役割を確
認し、非常時においても迅速かつ的確な対応が可能となるように⽇々取り組んでおります。 
このたび、下記のとおり関係機関と連携した合同訓練を実施しましたので、ご報告いたします。 

 
記 

 
1. 実施⽇時／場所 
 (1) ⽇時：2025 年 9 ⽉ 26 ⽇（⾦）14:45〜16:00 

(2) 場所：函館フェリー4 バース停泊中「ブルードルフィン」、函館ターミナル、函館本社 
 
2. 訓練参加者／参加機関 
  (1) 参加者 ： 合計 110 名 

(2) 参加機関：津軽海峡フェリー㈱、第⼀管区海上保安本部、函館海上保安部、函館市消防本部、
函館北消防署、函館⻄警察署、北海道渡島振興局、函館市港湾空港部 

       市⽴函館病院（DMAT）、函館⽔産⾼等学校（乗客役） 
 
3. 訓練内容 
  フェリー船舶⽕災事故対応訓練 
  (1) 本船：防⽕部署操練、避難誘導、負傷者搬送（ヘリ救助）、情報伝達、危険物対応訓練 

(2) 海保：消⽕訓練（巡視艇）、負傷者搬送訓練、ヘリコプター救助訓練、情報伝達訓練 
(3) 消防：消⽕訓練、負傷者搬送訓練、情報伝達訓練 
(4) 病院：避難者様態確認訓練、トリアージ訓練（DMAT） 
(5) 会社：非常対策本部⽴上げ・情報伝達訓練、記者会⾒訓練、BCP 対応訓練 
各訓練の様⼦は別添資料を参照願います。 

 
・今回の合同訓練を通じて、⽇頃からの備えと関係機関との連携・訓練の積み重ねが、いざという

時の冷静な⾏動と被害の最⼩化に繋がる事を参加者の皆さまと再確認いたしました。 
訓練にご参加とご協⼒をいただきました関係機関の皆さまに、⼼より感謝申し上げます。 

・今後も津軽海峡フェリーでは、関係機関と協⼒しながら運輸安全マネジメントの強化に努め、輸
送の安全確保と安全への取組を継続していきます。 
お客様に安⼼してご乗船いただける環境づくりを、これからも進めてまいります。 

 
以 上 



◇

◇

【資料-1-①】
2025年9月30日

2025年 船陸間統合訓練（海上保安部との合同訓練）様子-1

日時／場所：2025年9月26日(金） 14:45～16:00  函館港フェリー4バース停泊「ブルードルフィン」

訓練内容　 ：車輛甲板より火災、防火部署操練、情報伝達訓練、客室避難誘導、消防による消火

○防火部署発令 ○客室避難誘導①（函館水産高校生24名）

○客室避難誘導②（函館水産高校生24名） ○排煙コントコール（消火プラン）

○消火訓練①（消防連携訓練） ○アプリケーターノズル消火（消火プラン）

○消火訓練②（消防連携訓練） ○負傷者搬送訓練①



◇

◇

【資料-1-②】
2025年9月30日

2025年 船陸間統合訓練（海上保安部との合同訓練）様子-2

日時／場所：2025年9月26日(金） 14:45～16:00  函館港フェリー4バース停泊「ブルードルフィン」

訓練内容　 ：負傷者搬送訓練、消防による消火訓練、トリアージ訓練

○負傷者搬送②

○トリアージ訓練① ○トリアージ訓練②

○緊急車輛状況

○トリアージ訓練③



◇

◇

【資料-1-③】
2025年9月30日

2025年 船陸間統合訓練（海上保安部との合同訓練）様子-3

日時／場所：2025年9月26日(金） 14:45～16:00  函館港フェリー4バース停泊「ブルードルフィン」

訓練内容　 ：負傷者搬送訓練（ヘリコプター救助）、巡視艇消火訓練、講評

○ヘリコプター救助① ○ヘリコプター救助②

○全体講評 ○巡視艇による消火訓練

○ヘリコプター救助（全体）



◇

◇

【資料-1-④】
2025年9月29日

2025年 船陸間統合訓練（海上保安部との合同訓練）様子-4

日時／場所：2025年9月26日(金） 14:45～16:00  函館港フェリー4バース停泊「ブルードルフィン」

訓練内容　 ：非常対策本部組織設置、情報伝達訓練、記者会見訓練（危機管理訓練）

○安全管理委員会（安全教育） ○非常対策本部①

○非常対策本部② ○非常対策本部③（記録）

○記者会見訓練① ○記者会見訓練②


